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　令和５年８月に開業したライトラインは、JR宇都宮駅と芳賀工業団地間の約15キロメートルを、およそ５０
分で結んでいます。
　LRTとは、次世代型路面電車のことで、バリアフリー対策や環境負担の少ない乗り物です。関東地方で
は数少ない路面電車ですので、宇都宮においでの節は、ぜひご利用ください。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　          　（写真と文：栃木県間税会連合会提供）　
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LRT 次世代型路面電車（栃木県宇都宮市） 
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　新年あけましておめでとうございます。
　会員の皆様には、お健やかに新年をお迎えのこととお慶び申し上げます。また、平素より当連合会の会務
運営につきまして、深いご理解とご協力を頂いておりますことに、改めて感謝申し上げます。
　昨年も、年初は、新型コロナウィルス感染症の影響が残り、国民の社会生活、経済活動等が制約を受け、
国民生活の自粛が求められた状況でありましが、令和5年3月13日からは、「マスクの着用は個人の判断に
委ねる」とされ、5月8日からは、新型コロナもインフルエンザと同じ「5類」に移行されるなど感染対策が緩和
されました。間税会の活動も思うように実施出来なかった状況から少しずつコロナ感染状況を注視し、感染
対策を講じながら出来る範囲内で活動を展開できる状況になり、以前の状況に回復してきたように思える
年末でありました。
　そのような状況の中、全間連では、令和5年9月20日(水)、東京国税局間税会連合会の担当により東京都
港区「東京プリンスホテル」において「全間連第50回通常総会並びに創立50周年記念式典が開催されま
した。遠方にもかかわらず参加協力頂いた皆様には、改めて感謝申し上げます。次回は、北海道間税会連
合会が担当をして、令和6年9月26日(木)に札幌・ロイトン札幌にて第51回通常総会が開催されることとなっ
ております。海産物の美味しい北海道の開催でありますので、多くの皆様の参加を期待致しております。
　全間連では毎年税制及び執行に関する意見・要望の提言を行っておりますが、令和5年度も「令和６年
度税制及び執行に関する要望書」の提出致しております。令和５年8月8日に「財務省」及び「国税庁」へ
税制改正要望書を提出したほか、8月10日に「消費者庁」へ税制改正要望書の提出と要望を致しておりま
す。令和５年11月1日には「自由民主党」の税制改正要望ヒアリングに出席致しております。また、11月５日に
は「立憲民主党」の税制改正要望ヒアリングにも出席致しております。
　さて、令和5年10月からは、仕入税額控除の仕組みが「区分記載請求書等保存方式」から、いわゆる「イ
ンボイス制度（適格請求書等保存方式）」に改められて施行されており、消費税制度も新たな時代を迎え
ております。
　本年も当連合会では、これらの制度に適切に対応できるよう、施行後の導入状況を把握し、引き続き周
知・啓発活動に取り組んで参る所存であります。今後もご協力を宜しくお願い致します。
　これまでも実施しております間税会の3大事業でありますが、今後も引き続き積極的に取り組んで参る所
存であります。令和5年度の「クリアファイル」の作成枚数は141,850枚、「税の標語」の募集点数は95,836点
となっております。また、令和5年度「消費税等に関するアンケート調査」につきましては、回収率が98,1％で
全国一が続いております。さらに、「組織の増強」につきましては本年度、18,849社となり若干減少しました
が、全国で見ますと僅差でありますが、12局連中2位であります。
　今後ともこれまでの方針を維持し、各県間連とも緊密な連携をとりながら間税会活動の活性化に努め、
新たな目標に向かって、これからも間税会を発展させていきたいと考えておりますので一層のご協力をお願
い致します。
　結びに、各県間連ならびに傘下各単位会の益々のご発展と、会員皆様のご繁栄を祈念いたしまして年
頭のご挨拶とさせて頂きます。

　　

　新年あけましておめでとうござ

　

関東信越間税会連合会 
の ぶ お

小 暮  進 勇
こ ぐ  れ

会 長
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　令和６年の年頭に当たり、謹んで新年のご挨拶を申し上げます。
　関東信越間税会連合会の皆様には、健やかに新年をお迎えのことと心からお慶び申し上げます。
　旧年中は税務行政に対しまして、深いご理解と格別のご支援・ご協力を賜り、厚く御礼を申し上げます。
　昨年７月の着任以来、関東信越間税会連合会の皆様と様 な々機会において接する中で、「納税者の自
発的な納税義務の履行を適正かつ円滑に実現する」という国税庁の使命を十分に果たしていくために
は、小暮会長をはじめとする関東信越間税会連合会の皆様のお力添えが必要不可欠であると改めて感
じており、重ねて心から感謝の意を表します。
　昨年を振り返りますと、令和５年10月１日からインボイス制度が開始されました。インボイス制度は、複数
税率の下での適正な申告・納税のために必要不可欠な制度です。当局といたしましては、インボイス制度
の円滑な定着に向けて、引き続き、登録するか否かを検討している事業者に対する寄り添った丁寧な対
応に努めてまいります。
　昨年６月には、「税務行政のデジタル・トランスフォーメーション－税務行政の将来像2023－」が公表され
ました。　「税務行政の将来像2023」では、従前の「納税者の利便性の向上」と「課税・徴収事務の効率
化・高度化」に、新たに「事業者のデジタル化促進」を加えた、３つの柱に沿って税務行政のDXを進めて
いくこととしています。新たに取組の柱に加えた、「事業者のデジタル化促進」においては、事業者のデジタ
ル化を促進することを通じて、税務を起点とした社会全体のDXを推進していきます。
　このように、国税庁の任務である「適正・公平な課税・徴収の実現」に加え、「社会全体のDX推進」の観
点からも社会に貢献していきたいと考えています。また、「あらゆる税務手続が税務署に行かずにできる社
会」を目指し、e-Taxやキャッシュレス納付・納税証明書のオンライン請求の推進など、引き続き、オンライン手
続の利用拡大を一層推進していきます。
　関東信越間税会連合会の皆様におかれましては、国税庁後援事業である「税の標語」の募集活動の
ほか、「世界の消費税」図柄入りクリアファイルの配布活動やインボイス制度をはじめとした研修会の実
施、さらには、次代を担う子供達への租税教育活動など、様 な々活動に積極的に取り組まれており、敬意を
表する次第であります。こうした取組は、適正・公平な課税・徴収の実現に大いに貢献するものであり、これ
までのご尽力に対しまして、改めて感謝申し上げます。
　間もなく令和５年分の確定申告が始まります。令和５年分の確定申告については、より一層利便性が向
上しているマイナンバーカードを利用した自宅e-Tax申告を積極的に勧奨するとともに、確定申告会場にお
きましては、翌年の自宅e-Tax申告に円滑に移行していただけるよう、スマートフォンを利用した申告を基本
として対応してまいります。特に、令和５年分の確定申告から、従来の寄附金受領証明書情報や医療費
通知情報のマイナポータル連携に加え、「給与所得の源泉徴収票」情報の連携も可能となることにつきま
しても、積極的に周知広報を行ってまいります。また、本年はインボイス制度が開始して初めての確定申告
となることから、初めて消費税の申告を行う事業者が安心して申告を行うことができるよう事業者の立場に
立った柔軟かつ丁寧な対応に努めてまいります。
　関東信越間税会連合会の皆様におかれましては、確定申告の円滑な実施に向け、引き続き、局署の取
組について、ご支援（ご理解）とご協力をいただきますようお願いいたします。
　結びに当たり、新しい年が関東信越間税会連合会の皆様にとりまして幸多き年となりますよう心から祈
念いたしまして、新年のご挨拶といたします。

　　　　　　　

関 東 信 越 国 税 局

局 長  木 村 秀 美
き　 むら　ひで    み

　令和６年の年頭に当たり、謹
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新潟間税会連合会 

群馬県間税会連合会 
会　長　大 山 賢 治

長野県間税会連合会 
会　長　倉 石 和 明

会　長　安 達  實
茨城県間税会連合会 

会　長　高 野 幹 也

　新型コロナウイルス感染症の扱いも5類に引き下げられ、少しずつではございますが色々な
制約から解放されてきている状況にあります。
　10月からは消費税インボイス制度もスタートし、アフターコロナを見据え新潟県間税会連合会
では、税務御当局との連携を図りながら、間接税の理解や知識を深めていくための普及活動を
核としながら税の標語の募集や、クリアファイルの配布、租税教室、等を通じて間税会の活動と
存在意義を理解してもらい、連合会メンバーと共に会員拡大につなげて参りたいと思います。

　コロナ感染症により活動自粛を余儀なくされた３年間を過ごし、やっと経済活動がコロナ禍前
に戻りつつある中、最近の世界情勢により社会・経済活動に深刻な影響がおよんでおります。
　こうした状況下ではありますが、茨城県間税会連合会では、県下各単会へ各地域の沿った
活動および各重点施策項目の取組を依頼しております。
　また、消費税の新制度でありますインボイス制度が10月より開始されたとこから、今後も引続き
管轄税務署並びに税務行政団体との連携を図りながら税に対する研修会（インボイス制度等）
の開催、また社会全体のDX推進への取組よりe-Tax、キャシュレス納付、電子帳簿保存法等の
デジタル関係施策の周知、広報活動に努めてまいります。

　長野県連では、今年度より通常の事業活動が再開され、県下各単位会でも積極的な活動を
実施しております。ここ数年はコロナ禍が原因と思われる事業統廃合等によって会員数が減少
傾向となりましたが、国の基幹税であり社会保障費の財源とされる「消費税」を考える団体とし
て堅固な基盤を築きたく、会員増強に取り組んで参ります。また、会の活動にご賛同をしていた
だくためにも、有意義な活動を推進して参りますので、引き続き会員の皆様からのご協力を賜り
ますよう、お願い申し上げます。　
 最後に、関東信越間税会連合会員皆様の益々のご健勝と事業のご繁栄を祈念申し上げご挨
拶とさせていただきます。

　昨今の税務行政のデジタル化に伴う、e-Tax の利用促進やインボイス制度に関わる啓発活
動など、間税会の役割も大きくなっていると感じています。
　更には、「納税者利便の向上」、「税務行政の効率化」、「税公務の収納・支払いの効率化」
など課題解決のため、ますますキャッシュレス納付などの利用促進が不可欠になってまいります。
　群馬県連として、9単位会一致団結し、「消費税期限内納付の推進」、「ゼロ無い運動の達
成」並びに「インボイス制度の円滑な運営」、「キャッシュレス納付の利用促進」に、税務御当局か
らご指導を仰ぎながら、友誼団体の皆さまと連携し、普及、啓発活動に努めてまいります。
　本年も、ご指導の程よろしくお願いいたします。

安 達 實
茨城県間間税税会連合会

栃木県間税会連合会 
会　長　中 島  理

　栃木県間税会連合会では、税務御当局と連携し、世界の消費税クリアファイルの配布・税の
標語の募集・租税教室の開催・その他各種消費税等の啓蒙広報活動を、実施しています。
 また、法人会・税理士会・青色申告会・納税貯蓄組合・酒造組合・卸酒販組合・小売酒販組合・
商工会議所・間税会、また税務署様とともに、栃木県税務連絡協議会を開催しています。
　また、消費税の期限内完納推進運動では、各商店街へ最新の消費税の情報を提供しなが
ら、間税会への入会案内も実施しています。女性部については、特色のある研修事業を昨年度
から再スタートしました。各単位会においては、コロナ禍の中不十分であった活動を創意工夫し、
活性化するよう対応して参ります。
　最後になりますが、会員の増強についても、今後とも取組を強化し、実績を積み上げていきた
いと考えております。関東信越間税会連合会の皆様には、さらなるご協力をお願いいたします。

会　長 安 達  實

栃木県間税会連合会
会 長 中 島 理
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第34回定期総会を開催

　

上田間税会　　　田邉基子 様  　田辺印刷㈱
信濃中野間税会　山田利直 様 　 ㈱山田タクシー

国税局幹部との協議会

　

　

浦和間税会　野本　幸夫 様 埼玉縣信用金庫浦和支店
浦和間税会　新井　康裕 様 武蔵野銀行浦和支店
大宮間税会　  大沢　　 守 様　㈱いづみや
大宮間税会　  昼間　孝一 様　ヒルマン商事㈱

大宮間税会　

　令和 5年 6月15日（木）、さいたま市の大宮サン
パレスにおいて、小暮進勇会長のもとで､来賓として
河村直樹関東信越国税局長（当時）、杉山泰久課
税第二部長（当時）及び各友誼団体の会長等の多
くの方をお迎えして、「第 34回定期総会」を開催しま
した。
　総会では、令和 4年度事業報告・収支決算、令
和 5年度事業計画（案）・収支予算（案）が審議さ
れ、全ての案件が原案通り可決承認されました。
　特に、事業報告では会員数が減少傾向にあるこ
と、また、収支決算では諸物価の高騰等から、財務
内容が悪化していることが報告されました。
　これらを踏まえ、令和 5年度事業計画では、令和
6 年 4 月 1日現在の会員数の達成目標を令和 5 年
4月1日現在の会員数の６％増とし、組織の増強と財
務基盤の確立に努めることとされました。

間税会活動に貢献された、次の方 が々表彰されました。

組織増強に貢献された、次の方々が表彰されました。

　令和5年１１月２日（木）、さいたま市のブリランテ武蔵野において、関
東信越国税局幹部との協議会が開催されました。国税局からは木村秀
美局長、横山隆課税第二部長、知野儀行課税第二部次長及び井上忠
悦消費税課長が、また、当会からは小暮会長、各副会長、専務理事及び
各県事務局長が出席しました。
　木村局長は、間税会が「税の標語」の募集活動、クリアフアイルの配布
活動など、税に関する啓発活動等に積極的に取り組んでいることに謝意
を述べられました。
　また、インボイス制度の周知・広報及び「あらゆる税務手続きが税務署
に行かずにできる社会」という税務行政の将来像に向け、e-Tax及びキャ
ッシュレス納付の更なる推進、年末調整手続きの電子化などへの支援・
協力を依頼されました。
　当連合会からは、間税会の活動状況や国税局への要望事項等につ
いて説明をしました。
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全間連が募集した令和５年度の「税の標語」には、全国から490,212点の応募があり、そのうちから最優秀作品1点、優秀
作品4点、佳作10点、入選作品285点の合計300点が表彰されました。当連合会関係では95,836点の応募がありました。
【全国間税会総連合会 最優秀賞】
意外と簡単e-Tax　電子帳簿もDX　　　　　　  　　　　　　　 茨城県常陸太田市　加藤木克也   （太田間税会）
【関東信越間税会連合会長賞】
税金で　みんなの笑顔　守りたい　　　　　　　　　　　 　　　　  浦和学院高等学校　 岡部　修弥　  (浦和間税会)
イータックス　みんな利用し　便利な社会　　　　　　           　　　　　　　　　　　　八木原昌彦　 (大宮間税会)
消費税　ぼくらはりっぱな　のうぜい者　　　　　　　　　　　　 草加市立新里小学校　中村　陽葵　 (川口間税会)
税金を　納めて芽生える　責任感　　　　　　　　　　　　  　　　所沢市立東中学校　 鴫原　　潤　 (所沢間税会)
税金で　日本の未来　築いてく　　　　　　　　　　　　　ときがわ町立玉川中学校    伊藤　美和　(東松山間税会)
税金を　よく知り考え　よりよい社会　　　　　　　　  　　　　　深谷市立藤沢中学校   小菅望々香　  (熊谷間税会)
税払う　みんなの未来の　道になる　　　　　　　　　　　　　本庄市立本庄東中学校    及川　稟登     (本庄間税会)
税金で　あなたが生きる　明日が来る　　 　　　　　　　　　  春日部市立飯沼中学校　 竹野　煌凱　(春日部間税会)
税金は　国を支える　生命線　　　　　　　　　　   　　　　　　　　　　　　　　　矢沢　一徳    (越谷間税会)
ありがとう　みんなが笑顔に　税金で　　 　             　　　 笠間市立友部第二中学校　西川　義人 　  (水戸間税会)
NO税の　意識をなくして　納税だ       　　　　　　　　　　　茨城県立藤代高等学校　　  関谷　悠太  (竜ヶ崎間税会) 
税金を　希望を胸に　納めよう　　 　             　　　            下妻市立豊加美小学校　飯嶋　奏太 　  (下館間税会)
君の税　どこかで誰かを　支えてる　　　　　　　　　　            境町立境第二中学校　影山　哲太      (古河間税会) 
納税は 国を動かす原動力 知ろう税金 しよう納税        　　　　　上三川町立本郷中学校　 鈴木　麗央 (宇都宮間税会)
消費税　一番身近な　支え合い　　　　　　　　　　      　  日光市立落合中学校　 田代　萌恵　 (鹿沼間税会)
知って納得　払って納得　あなたも私も納税者　　　　　　　高根沢町立中央小学校　 岡本　恋依　 (氏家間税会)
消費税　あなたも 誰かを支えてる　　　　　　　　                    足利市立富田小学校　　酒田　芽依　　(足利間税会)
この国の　未来を変える　消費税　　 　       　　　　　　　　　　藤岡市立東中学校　 福島　　椛 　 (藤岡間税会)
消費税　ぼくも立派な　納税者　　 　                           　中之条町立中之条小学校　 田村　大悟 　 (吾妻間税会)
消費税　みんなで未来の　まちづくり　　　　　　　　　　　　沼田市立薄根中学校　 佐藤　成琉　 (沼田間税会)
税金の　知識増やして　納める笑顔　　　　　　  　　　　　　館林商工会議所　遠藤朱莉 (館林税務署管内間税会)
税金は　社会全体の　相互扶助　　　　　　　　                             　 　 長野市　　髙見慎太郎　　(長野間税会)
知ろうよ税の使い道　生かそうぼくらの生活に  　　　　　　　　佐久市立城山小学校　 土屋　秀久　  (佐久間税会)
国のため　未来のための　消費税　　　　　　　　　　      　東御市立東部中学校　 竹川　紗代　 (上田間税会)
税金は　未来へつながる　優しい一歩　　　　　　　　　　  上松町立上松小学校　 荒岡伽璃奈　　 (木曽間税会)
税金の　今こそ見つめる　使い方　　　                    　 　 岡谷市立岡谷東部中学校　寺島　夢斐　 (諏訪間税会)
支え合う　国の絆を　税金で　　　　　　　                   　　　  豊丘村立豊丘中学校　 久保田花蓮    (飯田間税会)
税金で　子供に託せる　街づくり　　 　 　　　　              　　　　　　　　 中野市　海野　　健 (信濃中野間税会)
税金は　知りて一歩　納めて二歩　　　　　  　　 　　　　　　新潟市立上山中学校    川﨑　雅琉　  (新潟間税会)
税を知り　見えない助け　未来へと　　　　　　　　　　   　　　　　新津第一中学校　 池　　梅葉　  (新津間税会)
ふるさとの　未来は変わる　税金で　　　　　　　　小千谷市立千田中学校　渡辺　麗央      (小千谷税務署管内間税会)
あなたも私も納税者　納税で輝く未来の街づくり　　　　　　　  十日町市立橘小学校　 星名　玲南   (十日町間税会)
国民の　未来を支える　消費税　　　　　　　　　 　　　　 上越市立直江津東中学校　 大島　　詩　   (高田間税会)
医療費の　安さの源　税なんだ　　　　　　　　　 　　 　 妙高市立妙高高原中学校　 畑山   さくら　   (高田間税会)
税金で　除雪車くるよ　うれしいな　　　　　　　               糸魚川市立青海中学校　 達紙麟太郎  (糸魚川間税会)
学ぼうよ　未来につながる　税のこと　　　　　　　　　 　　　　　 株式会社コウデン　 工藤　瑠衣　   (村上間税会)

関信越間連だより

全間連が募集した令和５年度の「税の標語」には、全国から490,212点の応募があり、そのうちから最優秀作品1点、優秀
作品4点、佳作10点、入選作品285点の合計300点が表彰されました。当連合会関係では95,836点の応募がありました。

令和５年度　税の標語
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税金を　納めて守ろう　みんなの未来　　　　   　　　 埼玉県立浦和商業高等学校　大内　頑太　　　 (浦和間税会)
広げよう　税の知識と　大切さ　　　　　　　     学校法人佐藤栄学園埼玉栄高等学校　 町田　剛琉　　   (大宮間税会)
社会知る　第一歩として　税を知ろう　　　          学校法人佐藤栄学園栄東高等学校　上野楽喜井　　  (大宮間税会)
税金は　今と未来を　つなぐ夢　　　　　　　　　　 　　　草加市立新里小学校　 森下　稜太　　 (川口間税会)
税金を　納めて守る　明るい未来　　　　　　　　　    　 戸田市立戸田第二小学校　 髙村　茉莉   (西川口間税会)
消費税 暮らしを支える第一歩 みんなで守ろう 豊かな社会　　狭山市立富士見小学校　 蝦名　風月   　 (所沢間税会)
大切な　未来へつながる　消費税　　　　　　　　　     　　　東松山市立南中学校　 木津　友花   (東松山間税会)
公平で　正しい納税　インボイス　　　　　　　　　       　 　 深谷市立深谷中学校　 岩下　聡真   　(熊谷間税会)
税金は　輝く未来の　道標　 　　　　　　　　　　　　　　　  本庄市立児玉中学校　 出牛　希空  　   (本庄間税会)
並ばずに　スマホで時短　イータックス　　 　　　　　          春日部市立大沼中学校     宮田　紗良　 (春日部間税会)
君の納税　国を支える　１ピース　　　　　　　　　 　　　松伏町立松伏第二中学校　 今田　崇介   　(越谷間税会) 
考えよう　みんなの税金　みんなの未来　 　　　　　　　　　　　笠間市立稲田中学校  嶋崎　更紗   (水戸間税会)
通学路　今日も私は　税の上　  　　　　　　　　　　　 茨城県立藤代高等学校　 和田彩由乃    (竜ヶ崎間税会)
考えよう　なぜ税金を　納めるか　 　　　　　　　　　　　　　 筑西市立下館南中学校  中根　千賀   (下館間税会)
社会をつなぎ　未来をつなぐ　納税で　　　　　　　        古河市立古河第三中学校　 内田ひなた      (古河間税会)
税金で 学んだ技能と その知識 今後に活かして恩返し　　 上三川町立上三川中学校　 佐野　琴望  (宇都宮間税会)
納税で　みんなの未来　つなごうよ  　　　　　　　　　　　　日光市立落合中学校   大類　にこ    (鹿沼間税会)
毎日の　暮らしを支える　みんなの税  　　　　　　　　　　 さくら市立熟田小学校   後藤　圭汰    (氏家間税会)
税金で　みんなの明るい　新時代　　　 　　　　　　   　  足利市立小俣小学校　 比嘉愛依菜　  (足利間税会)
見渡せば　様 な々場所で　活きる税　　　　　　　　　　　　  佐野高校附属中学校　 柴田　心寧　    (佐野間税会)
税を知り　はぐくむ幸せ　輝く未来　　　　 　　　　　　　　藤岡市立鬼石中学校    中金　愛莉    (藤岡間税会)
税金で　国の未来を　支えよう　　　　　　　　　       　 中之条町立中之条小学校　 山田　彩愛     (吾妻間税会)
税金を　知って学んで　広がる世界  　　　　　　　　　　 沼田市立沼田南中学校    吉野ラムル     (沼田間税会)
納税で　一緒につくる　みんなの社会　　　　　　　　　     　 片品村立片品中学校　 梅澤　詩音   　(沼田間税会)
税務署に　赴 (おもむ)かなくても　イータックス   　　　　　　　 館林商工会議所　相場　勉 (館林税務署管内間税会)
納めよう　明るい未来　作る為　　　　　　　　　       　　　　　　長野県警察学校　 佐藤　清志   　(長野間税会)
消費税　私の最初の　納税だ　　　　　　　　　　　　 　 上田市立塩田中学校　 胡桃沢こはる　   (上田間税会)
納めよう　未来のために　笑顔のために　　　　　　　　　　東御市立東部中学校　 田口　桃香　   (上田間税会)
教えよう　知らない人へ　税金を　　　上田市長和町中学校組合立依田窪南部中学校　 翠川　　樹　   (上田間税会)
税金は　裏で暮らしを　守ってる　　　　　　  　　　　　　　 佐久市立岸野小学校　 吉田　安寿   　(佐久間税会)
税金の 学んで知った大切さ 未来のために 今できること　　　諏訪市立諏訪西中学校　 藤森　朱里　　 (諏訪間税会)
納税で　笑顔づくりと　まちづくり　　　　　　　 　　　　　茅野市立長峰中学校　  池上　煌志　　(諏訪間税会)
税について　“今” 知ることの　大切さ    　　　　　　　 岡谷市立岡谷南部中学校　  横河　小遥　　 (諏訪間税会)
未来のために　考えてみよう　税のこと　　　　　　　 下諏訪町立下諏訪社中学校　 小口なご美　　 (諏訪間税会)
国民の暮らしを守る税金は　未来を繋ぐ　架け橋だ　　　富士見町立富士見中学校　 名取　夏美　　 (諏訪間税会)
税金は　今も未来も　支えてく　　　　　　　　　　  　　　　　原村立原中学校　 浅川　紗生　　 (諏訪間税会)
ポカポカと　日頃の税金　未来の幸せ　　　　　　　　　　　  飯田市立竜峡中学校　 小木曽光咲　 (飯田間税会)
税金が　みんなの笑顔を　咲かせてゆく　　　　　　　 　　木曽町立三岳小学校　　蒔田　空大　   (木曽間税会)
納税で　聞こえる誰かの　ありがとう　　　 　　　　　　    新潟市立宮浦中学校　 髙橋　凛桜     (新潟間税会)
使いみち 知って驚く税金の 力が支える 社会と未来　　　　 　　  阿賀津川中学校   杉崎　そら 　 (新津間税会)
税金は　未来につながる　バトンだよ　　　　　　　　　　　 南魚沼市立大和中学校　  岡部　　杏　 (小千谷間税会)
スマホでも　確定申告　あら簡単　　　　　　　　　　　　 　  長岡市立大島小学校　  松野　　新　 　(長岡間税会)
国守る　福祉に医療　消費税　　　　　　　　 　　　　　 十日町市立西小学校　  宮澤　昊士　 (十日町間税会)
次世代の　環境より良く　税金で　　　　 　　　　　     　　 上越市立牧中学校   上原　梨紗    (高田間税会)
税のこと　学び考え　社会のために　　　　 　　　　    　  妙高市立妙高中学校   松岡　蒼空     (高田間税会)
税を知る スタートラインに立った今 日本の未来へ走り出す　　糸魚川市立能生中学校 　 小杉　美空   (糸魚川間税会)
インボイス　しっかり納税　明るい未来　　　　　　　　 株式会社フォト・スタンプ新潟    佐藤　　学     (村上間税会)

【税務署長賞】
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間税会活動の功労により、12名の方が令和４年度納税功労表彰を受けられました。
受章されました皆様に対しまして、関東信越間税会連合会会員一同、心よりお祝い申し上げます。

石川　直美
関東信越間税会連合会理事
群馬県間税会連合会副会長　
前橋間税会会長

荻原　好
関東信越間税会連合会理事
長野県間税会連合会副会長
上田間税会会長

中島　祥博
全国間税会総連合会常任理事(前)
関東信越間税会連合会副会長(前)
群馬県間税会連合会会長(前)
前橋間税会理事

間税会活動の功労により、12名の方が令和４年度納税功労表彰を受けられました。
受章されました皆様に対しまして、関東信越間税会連合会会員一同、心よりお祝い申し上げます。

令和５年度 納税功労表彰受彰者

原　 厚
関東信越間税会連合会理事
栃木県間税会連合会副会長
大田原間税会会長

小曽根　英明
関東信越間税会連合会理事
群馬県間税会連合会常任理事
前橋間税会副会長

小保方　幸男
群馬県間税会連合会常務理事
桐生間税会副会長

桶本　卓也
関東信越間税会連合会監事
埼玉県間税会連合会監事
浦和間税会副会長

鈴木　由紀子
埼玉県間税会連合会常任理事
大宮間税会副会長

篠田　壽和　
埼玉県間税会連合会常任理事
越谷間税会副会長

滝沢　秀治
長野県間税会連合会理事
上田間税会副会長

林　誉英
長野県間税会連合会理事
諏訪間税会副会長

松柴　尚治
関東信越間税会連合会理事
新潟県間税会連合会副会長
佐渡間税会会長

間もなく令和５年分の確定申告が始まります
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川口間税会 会長 森川昌紀

大宮間税会　会長 昼間孝一
　女性部は活動の一環として、幼稚園で消費税のお話しを紙芝居で行って
います。
「くらしとぜいきん」のタイトルで園児にも分かりやすく、学校や信号機、ゴミ収
集等を取り入れた紙芝居です。大宮税務署の統括官他、園の先生方にも協
力して頂きます。園児達は真剣な眼差しで聞き見入って様 な々反応を示して
くれます。
　鉄は熱いうちからと諺があるように、税金の理解も幼い頃から取り入れて、
納得して税金という言葉を知って欲しいと願って、これからも続けて行こうと
思ってます。 紙芝居を作成された広島間税会に感謝申し上げます。

間税会の活動状況

　

秩父間税会 会長 山根義法

　川口間税会では消費税に関する周知・啓発活動を展開するために、地
元ラジオ局ＦＭ Kawaguchi(ＦＭ川口 ) 様のご協力を得て「インボイス制度」
についてのラジオ番組を令和４年１月１０日から２月１３日まで５週間、全５回に
わたり解説番組を放送いたしました。
　番組名は「ラジオワークショップ　それ、エキスパートに聞いてみよう！」です。
講師は、川口間税会副会長で税理士の金井洋副会長と、ＦＭ川口ラジオパ
ーソナリティーの高橋すみれアナウンサーが、インボイス制度についてわかりや
すい解説をされています。
　今現在は、ＦＭ川口さんのご厚意でインボイス制度ラジオセミナーを
YouTube にアップして頂いております。ＦＭ川口さんのホームページ右上に
ある　 をクリックをして是非ご視聴ください。

　過去数年間にわたり、秩父間税会の役員が小学校の租税教室の際に
「世界の消費税図柄刷込みクリアファイル」を６年生の児童全員に配布して日
本の消費税の仕組みについて説明し、合わせて世界の消費税率との比較に
ついて紹介してきました。このクリアファイルは児童の皆さんには興味深く映る
ようで、とても楽しそうに見入っていました。
　秩父間税会では、昨年度秩父地域にある２２校の小学校のうち８校・１０教
室について、役員を講師としてクリアファイルを使った租税教室を開催しまし
た。講師を務めていただく役員の皆さんは、川越税務署の税務広報広聴官
による事前の租税教室勉強会を受講し、それぞれのキャラクターを交えなが
ら講師として臨んでいます。どの小学校の児童の皆さんもとても素直で熱心
に聞き入っていました。　
　これからも租税教育の推進のために尽力していきたいと思います。

竜ヶ崎間税会 会長 安達　實

　令和 5 年 8月7日(月)16 時よりキリンビール㈱取手工場のゲストホールに
於いて、竜ケ崎間税会、下館間税会、古河間税会の会員様、関係者総勢 63
名の参加による合同研修会を開催致しました。
　研修内容については、「インボイス制度について」の演題で竜ケ崎税務署
臼井上席調査官の講師で行われました。
　また、研修会終了後には「納涼会」を開催し、キリンビール㈱取手工場の美
味しいビールを堪能しながら、各間税会員様の親睦を深めることが出来ました。
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土浦間税会　会長 横山和裕

古河間税会　会長 石山嘉之

栃木県間連 会長 中島　理

宇都宮間税会 会長 山本孝雄

　青年部では、次代を担う児童の皆さんに、税がこの社会で果たしている役
割の重要性を正しく理解し、関心を持っていただくため、青年部のメンバー
が小学校を訪問して、「租税教室」を実施致しました。
　教室では、6年生を対象にDVD鑑賞や税金クイズ、一億円(レプリカ)の重
さを体験して、税のしくみや税の使われ方を学習し、興味を持っていただきま
した。
　この租税教室につきましては、法人会青年部会と合同で行っており、今年
度は管内5市の32小学校を予定しており、そのうち22小学校を訪問致しました。

　開催を控えておりました視察研修旅行、11月7日( 火 )に『東京下町浅草
グルメと東京スカイツリー散策』を楽しみました。
　往路バス車中において「間接税よもやま話」と題して、古河税務署法人課
税統括官本山和俊様オリジナル編集資料を基に、身近なところの見えない間
接税の数 を々知ることができ有意義な研修となりました。
　さらには会員同士の親睦も深まり、これからの活動の底力となるでしょう。

　令和５年10月、雲ひとつない秋晴れの中、栃木県内５単位会（宇都宮・足
利・佐野・鹿沼・真岡）参加人数19名にて開催致しました。
　令和６年7月に新しい日本銀行券が発行されます。日本銀行は、中央銀行
としてお札の発行、物価の安定と金融システムの安定、政府の銀行など銀行
の銀行としての役割を学びました。
　建物は1896年完成。歴代総裁の肖像画の前では、威圧感で足が止まりま
した。地下金庫の重厚さや、地下金庫に展示された札束の山と一千万の束
を抱え、笑顔があふれご満悦の写真撮影。7月発行のお札は、最新の偽造防
止技術により画面が動いたり浮かんだりと発券が待ち遠しくもあり、日本銀行
の知られざる世界を見て、聞いて、驚き、お札に感動した日本銀行本店見学
でした。　　　　　　（栃木県間税会連合会女性部　部長　小杉恵子）

　宇都宮間税会と青年部の活動を広報し会員増強を計る目的で、8月28日 
第1回異業種交流会をホテルニューイタヤにて開催致しました。
 第１部では、宇都宮税務署副署長田中厚司様によるインボイス制度につい
て現状と今後についての講演をいただきました。第２部は懇親会を開催し参
加者の交流を深めました。最後に大抽選会を行い参加者の皆様に大変楽し
んでいただけました。また、ビジネスマッチングにも繋がりました。
 参加者は、36名でゲスト19名、その内5名が宇都宮間税会と青年部に入会
いただきました。
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　佐野間税会では、「税を考える週間」にあわせて、令和５年１１月５日(日)、
佐野市戸室町のKONOIKEグリーンフィールドにおいて、恒例の「どまんなか
フェスタ佐野２０２３」が開催され、その中で税金クイズ大会を実施しました。
　当日は、佐野税務署長、佐野県税事務所長、佐野市民税課長が参加し、
○×方式で消費税等の国税及び地方税の問題を出題して、大勢のクイズの
参加者に税について理解を深めてもらいました。

　富岡間税会では管内の小学校2校において租税教室を行っております。
子供たちの関心を引くように毎年創意工夫して取り組んでおりますので学校
側からも高い評価をいただいております。
　また、「中学生の税の作文」を納税貯蓄組合と合同で取り組んでおりま
す。管内8つの中学校からいただいた応募作品の中から厳正なる審査を経
て選んだ優秀作品を間税会長賞として表彰しております。
　生徒たちが真剣に書いた作品ですので審査する方もいい加減な気持ち
で審査をするわけにはいきません。精神力と集中力を要す大変な作業です
が審査する会員もやりがいをもって取り組んでおります。

富岡間税会 会長 荻野匡司

長野間税会 会長 倉石和明

　令和５年１１月１５日（水）長野市内にて長野税務署法人課税第一部門上
席国税調査官岩松静代氏を講師に迎えe-Tax 講習会を開催しました。
　講習会前半は、電子申告・電子納税や仕組・制度等についてご説明を
していただきました。後半は、国税庁ホームページの確定申告書作成コーナー
のシステムを使用し、実際にパソコン操作を行いました。様 な々申告内容の模
擬テキスト事例に沿い、処理手順等を体験していただきました。
　今回の講習会で習得された知識を、職場や知人の方へ広めていただくよう
依頼をいたしました。パソコン等に苦手意識がある方も実際に触れてみること
で克服できると思いますので、今後も継続開催し電子申告・電子納税率向
上を目指して参ります。

佐野間税会 会長 兵藤敏和

　伊勢崎間税会では毎年税を考える週間に、税務署長様を講師に迎え研
修会を開催しております。本年度は大辻秀幸署長様により「審判所のはな
し」をご講演いただきました。研修会の後にはクラッシック演奏会も実施して
おり、今回は群馬交響楽団より2名のヴァイオリニストを招き多くの会員が耳を
傾け有意義なひとときを過ごしました。
　また、今年度からは市内の小中・高等学校の租税教室へ講師を派遣し、
将来を担う子ども達と税について考える事業もスタートしました。
　今後も間税会として消費税の仕組みやインボイス制度の周知活動に尽
力してまいりたいと考えております。

伊勢崎間税会 会長 森田高史
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　松本間税会では、税を考える週間に他関係団体様のご協力を頂きながら様々
な催しに参加し、税の普及活動を行いました。
　10月28日にはコロナ禍以降久しぶりの会場収録による「第 20回クイズ税金百
科」が開催されました。松本税務署管内中学校 3チームが参加され、当会も会場
で応援を致しました。参加チームの皆さんの日々 の学習の成果が発揮され素晴ら
しい大会になりました。
　11月8日には松本法人会様と共催で、田中松本税務署長様をお招きし、特別
講演会を開催しました。「税務の現状等に関して」をテーマにインボイス制度や宥
恕期間が終了する電子帳簿保存法への対応等についてお話頂きました。今後も
当会は様 な々活動で税の正しい普及に努めて参ります。

松本間税会 会長 百瀬方康

　小千谷間税会は、毎年、中学１年生を対象に「税の標語」を募集しています。今年度は小千谷税
務署管内の１３中学校から７８７点もの応募がありました。厳選された作品は、１１月１１日からの税を
考える週間内に行われる納税表彰式で表彰されます。
　「税の標語」コンテストは、中学生に税金の意義や社会への貢献を考える機会を提供し、毎年多く
の中学生から応募をいただいています。審査では、創意に富んだアイディアや税に関する深い洞察
を持つ作品を選定しています。
　税を考える週間は、税に関する意識を高め、社会的責任を育む貴重な機会です。小千谷間税会
では、若い世代に税について考える機会を提供し、表彰式を通じて若者たちの創造性や貢献を称
え、税に対する理解を促進しています。

小千谷間税会 会長 髙野史朗

柏崎間税会 会長 原　吉隆

高田間税会 会長 髙舘　徹
　高田税務署管内間税会では、長年にわたり「中学生の税に関する標語」の募集を実施してお
ります。令和５年度においては、管内27校中学校へ呼びかけ、3,003点の応募を頂きました。審査
会にて選出された優秀な作品を高田税務署長様はじめ税務協力団体との共催による納税表彰
式で感謝の意を込めて表彰致しました。
　これからも、租税教育の一環として、将来を支えるたくさんの中学生のみなさんに、税の意義や
現状を理解して、税の在り方を「自分ごと！」として考えて貰う機会として実施して参ります。

　柏崎間税会におきましては、10 月 27日に柏崎商工会議所会館大ホールにて、
いずみ税理士法人の高橋弘之先生によるインボイス制度に関するセミナーを開催
いたしました。インボイス制度の基礎から細かい実務に関することまで詳しく説明し
ていただき、大変有意義なセミナーになったと考えております。
　インボイス制度は本年 10月より開始されたばかりの制度でありますから、実際運
営されていく中で様 な々混乱も予想されますが、我 ひ々とりひとりが、しっかりと正し
い知識を持って適正に対応していく必要があることを再認識いたしました。

諏訪間税会 会長 瀬木達明

　10月1日から開始されるインボイス制度を前に、諏訪間税会茅野支部では、9月7
日にインボイス制度についての研修会を開催しました。
　税理士法人栁澤会計の所長　両角美智代様を講師に迎え、「まもなく始まるイ
ンボイス制度について、事業者が知っておくべきこと、準備しておくべきこと」をテー
マにお話していただきました。売り手として、買い手として何を準備すればいいの
か、また外出交通費や飲食店で社員が受け取るレシート等の扱いについての説
明など、より具体的な事例を提示していただきました。
　研修会を終えた後も講師の方に質問をされている参加者も多くいらっしゃり、新
たに始まる制度についてより理解を深めた良い機会となりました。   
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